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○辰野町滞在型農園施設の管理運営に関する規則 

平成11年４月13日 

規則第６号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、辰野町滞在型農園施設の設置及び管理に関する条例（平成11年辰野

町条例第２号。以下「条例」という。）第９条の規定に基づき、辰野町滞在型農園施設（以

下「農園施設」という。）の適正な管理運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（使用者の資格） 

第２条 農園施設の使用者は、次の要件を満たすものとする。 

(1) 自ら農園施設を利用し、耕作する者 

(2) 共有スペースなどの共同作業に参加できる者 

(3) 借り入れた農園施設の景観を保全できる者 

(4) 管理者の企画する年間活動プログラムに参加することができる者 

(5) 町民と積極的に交流する意思のある者 

(6) その他農園施設の管理運営に関する規約などを遵守できる者 

（使用許可の申請） 

第３条 農園施設の使用を希望する者（以下「使用希望者」という。）は、辰野町滞在型農

園施設使用許可申請書（様式第１号）を、指定管理者に提出しなければならない。 

２ 指定管理者は、前条に定める使用者の要件を審査したうえで、辰野町滞在型農園施設使

用許可書（様式第２号）をもって使用を許可する。 

（契約） 

第４条 使用許可を受けた者（以下「利用者」という。）は許可後、３週間以内に辰野町滞

在型農園施設利用契約書（様式第３号）により、農園の利用契約を締結するものとする。 

（使用料の納付期限） 

第５条 利用者は契約締結までに、条例第６条に定める使用料を指定管理者に納付しなけれ

ばならない。 

（農園の管理） 

第６条 利用者は、契約期間の間、各区画の適正な管理使用に努め、付属施設、物品を毀損

し、若しくは滅失したときは遅滞なくその旨を指定管理者に届け出て、その指示によりこ

れを弁償し、又は原状に復さなければならない。 

２ 指定管理者は農園施設の利用により生じる経費の一部又は全額を利用者から徴収する
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ことができる。 

３ 農園内の共同利用部分においても、責任をもって、適正な管理使用に努める。 

４ 利用者による施設改修は、認めない。 

（利用期間） 

第７条 農園の利用期間は、４月１日から翌年３月31日までの１年間とする。ただし、契

約満了日１箇月前には農園及びその付帯施設を、契約時の原状に復し、指定管理者の承認

を得なければならない。 

２ 利用者の利用期間は、最長10年とする。 

（農園の作物と環境保全） 

第８条 農園における作物の栽培は、自家消費のものに限る。 

（契約の解除） 

第９条 使用期間が終了した時点において残存物がある場合、利用者の責任において処分し、

指定管理者の確認を受けなければならない。 

２ 利用者が契約期間内において良好な使用を行わない場合、指定管理者の判断で、事前に

通知した後、使用契約を解除することができる。 

３ 前項により契約を解除するときは、使用料を返還しない。 

（補償等） 

第10条 指定管理者は、利用者が受けたいかなる災害、鳥獣の被害に対しても、その責任

を負わない。 

（損害の補償） 

第11条 利用者が農園に損害を与えたときは、利用者の責任において修復し、指定管理者

の同意を得なければならない。 

（補則） 

第12条 この規則のほか、農園の管理運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行し、平成11年４月１日から適用する。 

附 則（平成21年規則第７号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日規則第10号） 

この規則は、公布の日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第４条関係） 

 


